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問い合わせ　財政課☎38-2011

以下の表は、令和９年度から令和17年度までの、市税などの一般財源額（歳入）と、その一般財源で
まかなうべき経費（歳出）、歳入歳出差引額（△の場合は収支不足額）および基金残高の見込みを示
したものです。社会保障関係経費の増加や、インフラ施設や公共施設の老朽化対策等に加え、物価
高騰や光熱費の増加により、令和17年度までの収支不足額の合計は138億円となる見込みです。こ
の不足額は基金で補てんすることになります。この表は各年度の予算の見込みですが、収入の伸長
や入札差金などにより、決
算においては、予算と比べ
て基金の取りくずしが少な
くなる（または不要となる）
ため、実際の基金残高が見
込みのとおりになるという
ものではありません。 端数調整により歳入歳出差引が一致しない場合があります。

【収支の見込み（一般財源ベース）】
年  度 ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 合計

歳 入 299 301 300 298 299 298 291 291 291 -
歳 出 322 318 357 304 319 303 291 291 299 -
歳入歳
出差引 △23 △17 △57 △7 △20 △5 0 △1 △8 △138
基 金
残 高 140 124 67 61 40 36 36 35 27 -

（単位：億円）

歳入の柱である市税収入は、給与
所得の増加に伴う個人市民税の増
収などにより、増加を見込んでい
ます。また、国庫支出金や県支出金
の増加を見込むほか、収支差を補
てんするための財政基金の取りく
ずしが減少したことにより繰入金
が減少します。

第一跨線橋撤去事業、上下水道助成
費、障害者総合支援法介護給付費及び
私立認定こども園等に要する経費の
増加などにより、歳出総額は昨年度よ
り増加しています。

◆依存財源とは
　�国や県が関わる収入のことで、補
助金や地方交付税・市債などがあ
ります。

◆自主財源とは
　�地方公共団体が国や県に依存せず
に独自に調達できる収入のこと
で、市税や使用料などがあります。

令和11年度では、JR芦屋駅南地区再開発事業の支
出が集中し、収支が約57億円不足する見通しです
が、これまでの剰余金を計画的に基金に積み立て
ており、直ちに市民生活に影響を及ぼすものでは
ありません。今後もDXや生成AIの活用などによる
生産性の向上、市民サービスを考慮した上での民
間事業者の活用、公共施設等のＬＥＤ化・省エネ化
による経常経費の削減、既存公共施設の今後のあ
り方の検討、未利用土地の有効活用・売却、国・県の
補助事業を最大限活用することに加え、長期財政
収支見込みを次年度以降も更新していくことによ
り、引き続き新行財政改革を進め、不断の努力を続
けて安定的な財政運営を図ります。

民生費

議会費・その他

衛生費

公債費

教育費

土木費

総務費

消防費

5,301,220

4,743,997

1,847,458

807,619

19,435,899

4,255,656

7,151,015

5,837,136

子育て支援や高齢者、障がいのある人への
サービスなど福祉施策のため

道路・公園や都市計画、公営住宅のため

学校・幼稚園、社会教育のため

市役所全体の事務や戸籍・住民票・財産の管
理・選挙などのため	

市債（借入金）の元金や利子の支払いのため

消防・救急や災害対策のため	

保健やごみ処理等の環境衛生などのため

上記以外の経費で、議会や商工のため

（-8.1％）

（+1.1％）

（+11.4％）

諸収入 917,115
他の収入に分類されないお金

（-34.3％）

繰入金 3,685,008
市の貯金にあたる基金などから補てんされる
お金	

（-9.9％）

国庫支出金 7,916,872
国からの補助交付金・負担金などのお金	

（+0.7％）

その他　自主財源 463,546（+3.9％）

（-1.1％）

（+6.8％）

（+4.7％）

（-6.0％）

市税 25,070,098
市民税・固定資産税など市に納めていただ
いている税金

（+3.0％）

2,531,500市債
国や金融機関から借入れるお金	

（-10.6％）

使用料及び手数料 1,403,011
施設の使用料や住民票発行などの手数料

（+2.2％）

4,237,700その他　依存財源	 （+8.3％）

（-6.2％）

3,155,150県支出金	
県からの補助交付金・負担金などのお金

（+8.3％）

〈単位：千円〉（  ）内は前年度比率

各種譲与税・交付金

財産収入、分担金・負担金、寄附金、繰越金

一般会計は、493億8,000万円で0.5％の増加

予算編成

65年におよぶ姉妹都市交流を記念し、10

年ぶりにそれぞれの市民訪問団がお互い

の市を訪問し、交流を深めます。

人口減少社会、そして刻々と変わる社
会経済情勢の中で、新たな行政課題も
生まれています。しかし、財源と人手に
は限りがあります。
今ある全ての公共施設を保有し更新を
続けることは困難であることから、市
役所北館が築66年を迎えることを念
頭に、市役所本庁舎のリニューアル構
想の策定に取り組みます。
また、市役所の業務での生成AIの更な
る活用の検討や、電子申請等のDX推
進、窓口のあり方や職員の働き方の見
直しに取り組み、市民サービスの向上
につなげます。

未来を切り拓く力を育む基盤である「学
び」。地域の魅力を高め、市民の誇りや愛着
を醸成し、人の交流と地域の活性化をもた
らす活力の基盤となる「文化」。様々な課題
解決や新たな取り組みに向けたまちづくり
の基盤となる「協働」。この３つの要素を各
事業に積極的に取り入れるとともに、未来
を見据えた投資を進めます。

収支の状況

これからの財政運営

一般会計

～「世界で一番住み続けたいまち」の実現に向けて～
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姉妹都市提携65周年
（アメリカ合衆国
カリフォルニア州モンテベロ市）

市民の皆さまと描いてきた総合
計画の理念を、具体的な施策や
新たな取り組みにつなげます

未来に向けた、持続可能な
行政サービスを目指します

歳入歳入

歳出歳出

水道の基本料金と下水道の基本使用料
の減免（６月検針分〈７月請求〉から９月
検針分〈10月請求〉まで）などの事業を
順次実施予定です。開始時期などの詳細
は、事業ごとに別途お知らせします。

物価高騰対策について
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